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　このたび、埼玉グリーン購入ネットワーク（埼玉
GPN）の 2 代目の会長に就任いたしました一般社団法
人埼玉県環境検査研究協会の星野弘志でございます。
江田前会長には、設立当初から 10 年間に渡り当会の
運営を牽引いただき、発展させていただきましたこと
にこの場をお借りして深く感謝の意を表したいと思い
ます。私は、これまでのアドバイザーという立場から
一転して会長という大変な重責を担うこととなりま
した。もとより非力な若輩者であり、今まで以上に皆
様のお力添えがなければ到底務め切ることはできませ
ん。会員の皆様のより一層のご支援・ご協力を心より
お願い申し上げます。
　さて、2015 年 9 月の持続可能な開発目標（SDGs）の
採択、続く 12 月のパリ協定の採択を契機として、環
境・社会・経済問題の統合的解決、低炭素社会から脱
炭素社会へという世界的な潮流が大きく加速してい
ます。当会が進めるグリーン購入も SDGs の 12 番目の
ゴールである「つくる責任、つかう責任」に位置付け
られ、脱炭素社会を実現する上でもその役割の重要性
はますます高まっています。

　SDGs は、国家や自治体にとって重要であるばかり
でなく、企業にとっても持続性を確保する上で非常に
重要なツールであるとの認識が広がりはじめていま
す。パリ協定を踏まえた温暖化対策では、企業の競争
力の源泉として RE100（再生可能エネルギー 100％宣
言）や SBT（企業版 2℃目標）への参画が大企業を中心
に活発化しています。とは言え、これらは自治体や中
小企業にとっては、現状ではかなり敷居の高いもので
あることも否めません。こうした中で、グリーン購入
は、SDGs が目指す持続可能な社会やパリ協定が目指
す脱炭素社会へと繋がる道への最も入りやすい入口の
一つです。
　埼玉 GPN といたしましては、こうしたこともアピー
ルしながら、活動方針に掲げた①県内のグリーン購入
活動を促進する、②そのための普及啓発・情報提供・
調査研究を行う、③県内にグリーン市場を形成し、持
続可能な発展に寄与するという３つの取組の推進を通
して、環境保全はもとより、地域社会や企業を元気で
持続可能なものにし、SDGs やパリ協定が目指す社会
づくりに貢献していきたいと考えております。皆様に
は引き続きのご指導・ご鞭撻をよろしくお願いいたし
ます。
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　埼玉グリーン購入ネットワークは、昨年度設立 10
周年を迎えました。2018 年 2 月 21 日（水）に設立 10
周年記念事業「2030 年を見すえた環境を取り巻くビ
ジネスの動向～ SDGs から企業価値向上を目指して
～」を開催し、72 名の参加を得ることができました。
初めに、ご来賓を代表して埼玉県環境部長　宍戸信敏
様、埼玉大学学長　山口宏樹様からご挨拶を賜り、設
立当初から参加をいただいている会員様へ感謝状の贈
呈式を行いました。

　その後、特別セミ
ナーとしてグリー
ン購入ネットワー
ク 会 長　 平 尾 雅 彦
氏、積水ハウス㈱環
境推進部長兼温暖
化 防 止 研 究 所 長　
石田建一氏、㈱大川

印刷代表取締役社長　大川哲郎氏らから SDGs をテー
マにご講演いただきました。さらに GPN の新規事業と
して始めた、SCP チャレンジプログラムについてご紹
介しました。終了後
の祝賀会では、今後
のさらなるグリー
ン購入の推進に向
けて大いに盛り上
がりました。

　2018 年 6 月 13 日（水）、新都心ビジネス交流プラ
ザで第 11 回通常総会を開催しまし、会員数 70 のうち
55 団体（委任状含む）が出席しました。

　埼玉県環境部副部長　安藤宏様のご来賓挨拶の後、
江田（前）会長進行のもと、全ての議案が承認可決さ
れました。特に今回の役員改選に伴い、江田元之から
星野弘志へと会長が交代し、新会長　星野弘志から会
長としての抱負が述べられました。

決算報告
2017 年度収入計　　937,836 円
2017 年度支出計　　964,298 円
次 期 繰 越 金　 1,558,442 円
　総会終了後、恒例の埼玉グリーン購入フォーラムを
開催しました。今回は、昨年度の 10 周年記念事業で取
り上げた SDGs が好評であったことや、2020 年開催の
東京オリンピック・パラリンピックを見据えて、SDGs

埼玉GPN10周年記念事業開催 第11回通常総会及び
埼玉グリーン購入フォーラム開催

感謝状受賞団体による集合写真

総会の様子

左）星野弘志新会長、右）江田元之前会長

特別セミナー会場の様子

祝賀会の様子
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と持続可能な調達をテーマとしました。
　初めに㈱クレアン代表取締役　薗田綾子氏から「自
分ごとで考える SDGs」と題し、SDGs を取り巻く世界
の状況から企業等がいかに取り組むべきかについて、
具体例を交えてご紹介いただきました。

　続いて、公益財団法人東京オリンピック・パラリン
ピック競技大会組織委員会　日比野佑亮氏から「持続
可能性に配慮した調達コードについて」と題し、オリ
パラが 1990 年以降、「環境」を第 3 の柱として宣言し
ているため、サプライチェーンにおける児童労働等の
調達コード違反事例や東京大会に向けた調達コードの
概要について解説をいただきました。
　アンケート結果からも、9 割以上の方が参考になっ
た と 回 答 し、SDGs を も っ と 取 り 上 げ て 欲 し い 等、
SDGs に対する関心の高さが伺えました。

　パリクラブ 21 埼玉では、会員の環境への理解を深
め、最新の情報提供などを図るため、仕事帰り等に気
楽に立ち寄れる学習会「イブニング・パリクラブ」を
定期的に開催しています。今年度のテーマは「持続
可能な開発目標 SDGs」とし、初回は会長の星野から

「SDGs の概要と、それを取り巻く社会の構図につい
て」、第 1 回 SDGs ジャパンアワード受賞企業のサラヤ
㈱竹内氏から「MDGs から SDGs の取組事例とマスメ
ディアの紹介事例」、NPO 法人環境ネットワーク埼玉
事務局長の秋元氏から「ドイツエコスタディツアーの
報告」等の計 3 回実施しています。引き続き、定期的
に開催して参りますので、お気軽にご参加ください。
随時ホームページ上で開催情報をお知らせします。

イブニング・パリクラブ 検索

(https://www.kannet-sai.org/coolchoice/activity/30/
eveningpc.html)

　夏の風物詩であり、ヒートアイランド対策にも効果
があると言われる打ち水を埼玉県内で広げるため、昨
年同様、地域や会社、学校などで打ち水予定の個人や
団体等を募集しました。
　昨年を大きく上回る 31 団体・個人がエントリーを
し、打ち水を実施しました。メイン会場「さいたま打
ち水大作戦 2018」では、総勢約 800 人が猛暑の中打
ち水を一緒に行いました。

　打ち水を実施いただいた団体の様子（一部抜粋）
　その他打ち水の結果は、ホームページ上で公開して
いますので、ご覧ください。

埼玉打ち水の環2018 検索

(https://www.kannet-sai.org/coolchoice/activity/30/
uchimizu2018.html)

パリクラブ２１埼玉より
イブニング・パリクラブの開催

埼玉打ち水の環2018

フォーラムの様子

さいたま打ち水大作戦 2018
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　低炭素まちづくりフォーラム in 埼玉は、県内の環境
活動に携わる有志や団体、企業、学校関係者の情報交
換、交流、研修の場として毎年開催しており、今年度
で第９回目を迎えます。
　今回は芝浦工業大学の協力を得て、12 月 1 日（土）
に同大宮キャンパス（さいたま市見沼区）で開催いた
します。
　パリクラブ 21 埼玉では、本フォーラムを共催し、企
業や環境団体、学生等による環境に関する取組のパネ
ル展示や活動発表会を予定しています。
　今後、パネル展示に参加いただける団体等を募集い
たします。詳細が決まりましたら、改めてメルマガや
ホームページ上でご案内いたします。

開催概要
「第９回　低炭素まちづくりフォーラムin埼玉
～つながろう　広がろう　世代を超えて　エコの環～」
主催　第９回低炭素まちづくりフォーラム
　　　in 埼玉実行委員会
日時　2018年12月1日（土）10：00 ～ 16：30予定
会場　芝浦工業大学　大宮キャンパス
プログラム予定
　・午前　基調講演
　・午後　パネル展示、発表会
　　　　　テーマ別分科会同時開催
　　　　　（詳細は後日ご案内します）

　グリーン購入ネットワーク（GPN）との協力事業と
して、地方公共団体新任担当者向けの研修会を 5 月 18
日（金）に開催しました。県内外から 22 名の参加を得
て、グリーン購入の基礎について学習の機会を提供い
たしました。越谷市のグリーン購入の組織的取組の事
例紹介や、課題解決
のための参加者同
士の意見交換など
をとおし、取組を広
げていくためのヒ
ントを持ち帰って
いただきました。

第９回 低炭素まちづくりフォーラムin
埼玉におけるパネル展示募集について

新任担当者向けグリーン購入研修会
（基礎編）

埼玉ＧＰＮ会員一覧

株式会社アートドットコム、株式会社アクセル、アピカ株
式会社、株式会社アルク設計事務所、株式会社イーシティ
埼玉、浦和レッドダイヤモンズ、株式会社エコ環境システ
ム、株式会社OAサプライフルサービス、大宮アルディー
ジャ、株式会社関東パイプ技研、株式会社甲商、コクヨ
マーケティング株式会社　埼玉支店、サイエンス株式会
社、埼玉縣信用金庫、株式会社埼玉新聞社、埼玉トヨペッ
ト株式会社、埼玉日産自動車株式会社、社会福祉法人埼玉
福祉会、株式会社埼玉りそな銀行、サンケイ鋼器株式会社、
株式会社シール堂印刷、株式会社ジャスト、株式会社ジャ
パンアート、株式会社松柳園、大成ロテック株式会社、株
式会社太陽商工、有限会社タカザワ企画、株式会社タカヤ
マ、株式会社テレビ埼玉、東京ガス株式会社埼玉支社、株
式会社東京化成製作所、東京サラヤ株式会社　北関東支
店、株式会社ハイクレー、株式会社ハイディ日高、有限会
社パル、株式会社ヒメプラ、株式会社ビルテクノマイニチ、
株式会社ビルヒット、フォーレスト株式会社、株式会社ぶ
ぎん地域経済研究所、富士ゼロックス埼玉株式会社、武州
ガス株式会社、株式会社ベルエール、ポラス株式会社、毎
日興業株式会社、株式会社松永建設、株式会社マッハ、マ
ルキユー株式会社、株式会社武蔵野銀行、望月印刷株式会
社、株式会社与野フードセンター、リコージャパン株式会
社　埼玉支社、税理士法人レッドサポート、株式会社ワー
ム、埼玉県、さいたま市、川口市、春日部市（新規）、日高市、
NPO法人EEハーモニー、コープみらい、一般社団法人埼
玉県環境検査研究協会、公益財団法人埼玉県公園緑地協
会、公益財団法人埼玉県産業振興公社、埼玉県中小企業団
体中央会、一般社団法人埼玉県トラック協会、公益財団法
人さいたま市産業創造財団、さいたま商工会議所、埼玉県
商工会連合会、埼玉中小企業家同友会

※順不同

■ 発行：埼玉グリーン購入ネットワーク
【事務局】〒330-0074 さいたま市浦和区北浦和5-6-5-3F

TEL.048-749-1217／FAX.048-749-1218
E-mail  goto@kannet-sai.org
Home Page  http://www.saitamagpn.jp/

■ 入会案内
　団体会員、サポーター（個人会員）があります。申込書はHPか
らもダウンロードできます。ぜひご一緒にグリーン購入を。

このニュースレターは、GPN-GL14
「印刷サービス」発注ガイドライン
に基づき作成しています。会場の様子
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